
PCR 電気泳動 雑種判別

mtDNA：N

核 DNA：nt

種特異的プライマーを用いたPCRによる
mtDNAと核DNAの遺伝型判別

※一部の戻し交配個体は、純系として判別される場合があります ( 例：N-nt と N-nt の子 N-nn など )。このような戻し交配
個体による交雑の過小評価を避けるため、採集地点ごとに、複数個体の分析を推奨します。

N：ニッポンバラタナゴ mtDNA
n：ニッポンバラタナゴ核 DNA

雑種判別

T：タイリクバラタナゴ mtDNA
 t：タイリクバラタナゴ核 DNA

♂T-tt♂T-tt
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タイリクバラタナゴ ニッポンバラタナゴ

絶滅危惧種のニッポンバラタナゴ、外来種のタイリクバラタナゴ、及びその交雑個体は、形態的に酷似して
おり、外見での判別は困難な状況です。そのため、ミトコンドリア DNA やマイクロサテライト DNA 等の DNA
情報による判別が行われていますが、ミトコンドリア DNA を用いた解析では、コストや労力は比較的低いも
のの、母親の遺伝子型しか解析できず、その個体が純系か交雑個体かを判別することはできません。また、マイ
クロサテライト DNA を用いた解析方法では、核 DNA の遺伝型に基づき交雑の有無を判別できますが、コスト
や技術的難易度が高いという課題がありました。

今回、弊社では九州大学が開発した技術を用い、コストを抑えながら、簡便且つ確実にニッポンバラタナゴ、
タイリクバラタナゴ及びそれらの交雑個体を判別するサービスを始めました。　

九州大学が開発した簡易的なバラタナゴ類雑種判別ツール
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DNA分析による

バラタナゴ類雑種判別サービス

私たちは生物多様性
の保全に貢献します


